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・フェノールおよびアルキルフェノール汚染の浄化

・ベンゼン・トルエン・エチルベンゼン・キシレン（BTEX）汚染の浄化

・フタル酸類汚染の浄化

・芳香族化合物の部位特異的水酸化

・インジゴ・インジルビン等のインドール系色素の生産

広範な塩分環境における環境浄化が可能である。

広範な塩分環境における環境浄化

法の開発を目指し、日本各地の沿岸よ

り採取した海水サンプルからフェノー

ル・アルキルフェノール・BTEX・フタル酸

類等種々の化合物を分解可能な海洋

性細菌を多数分離した。これら菌株は、

陸棲細菌では生育・分解できない広範

な塩分濃度において、良好に対象化合

物を分解することが可能である。

図 分解可能な化合物の例
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